
NTT データ「商品企画 AI」調査報告 
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エグゼクティブサマリー 

2026 年 4 月 23 日に NTT データが発表した本件サービスの正式な呼称は、食品・
飲料・消費財業界向けの「商品企画特化型 AI エージェントサービス」であり、
2026 年 7 月提供開始予定です。公開一次情報で確認できるコア価値は、戦略整理
→商品アイデア創出→商品コンセプト立案を一気通貫で支援し、商品特徴・ネー
ミング・売上予測・提供価値・コンセプト画像を含む新商品コンセプト案を約
150 秒で生成する点にあります。公開時点で判明しているのは、機能面と業界特
化の方向性、そして RAG とマルチエージェントを中核にしたアーキテクチャの存
在であり、LLM 名、価格体系、専用 API 仕様、専用ホワイトペーパー、専用技術
仕様書、専用動画は未公開です。[1] 

技術面では、本件は単独の“完成済み SaaS 製品”というより、NTT データの Smart 

AI Agent 構想と LITRON 群の延長線上にある業界特化型エージェント実装として理
解するのが正確です。公開資料上、基盤には社内向け AI 検証環境が用いられ、そ
こに RAG、マルチエージェント構成、企業・商材ごとに追加可能な専門エージェ
ント拡張、売上予測エージェントが組み込まれています。一方で、プロダクト固
有に使う LLM が OpenAI[2] 系なのか、NTT の tsuzumi 系なのか、あるいは混成な
のかは公開されていません。関連ソリューションでは OpenAI との提携、
tsuzumi/tsuzumi 2、オープンソース LLM、API 提供、プライベートクラウド/オン
プレミス対応が確認できるため、選択可能な実装オプションは広いが、本件への
紐づけは未公開**というのが厳密な整理です。[3] 

事業面では、公開情報が示す市場の狙いは明確です。対象は食品・飲料・消費財
で、NTT データは本件を商品企画に留めず、将来はレシピ設計、包材設計、量産
化検討へ広げ、2030 年度までに当該業界向け AI ビジネス全体で累計 300 億円規
模をめざすとしています。これは、単なる「アイデア出しツール」ではなく、商
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品開発プロセス全体を囲い込む垂直統合型の業界ソリューション戦略です。公開
価格がないため価格戦略そのものは断定できませんが、関連する LITRON 

Marketing ではコンサルティング、BPS、データ基盤、インフラを一気通貫で提供
すると明記されており、少なくとも LITRON 系の商流はライセンス単売よりも高付
加価値サービス同梱型です。[4] 

導入判断の観点では、強みは業界知見の埋め込み、企業らしさを反映する設計思
想、スピード、人間の確認を前提にしたブラッシュアップ、そして NTT データの
AI ガバナンス体制です。逆に弱みは、公開情報がまだ薄く、モデル名・精度根拠
・API・価格・契約形態・具体的導入実績が十分に開示されていない点です。よっ
て、企業が導入を検討するなら、いきなり本番導入ではなく、ブランドガイドラ
イン・過去商品 DB・市場データ・知財/個人情報の取り扱いルールをそろえたう
えで、期間短縮、案の質、意思決定速度、権利リスク、現場受容性を測る PoC か
ら始めるべきです。[5] 

公式情報 

まず結論から言うと、本件固有の公式情報として確認できた中心資料は 2026 年 4

月 23 日のプレスリリースです。これに対し、専用製品ページ、専用技術仕様書、
専用ホワイトペーパー、専用動画は、2026 年 4 月 28 日時点の公開 Web 調査では
確認できませんでした。代わりに、関連基盤として LITRON Marketing、LITRON 

Multi Agent Simulation、AI Agent/Smart AI Agent、AI ガバナンスの公式ページと
資料が存在し、本件の補助線になります。[6] 
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件
プ
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認
済

2026-04-
23 

発信主体は NTT デー
タ。問い合わせ先とし
て「第二インダストリ

本件の一次情報の中心。提
供開始時期、機能、将来計
画、目標売上を記載。 
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料
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認
結
果 公開日 担当部署・発信主体 本件との関係 出典 

レ
ス
リ
リ
ー
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み 事業本部／食品・飲料
・CPG 事業部／第 2

ビジネス統括部」と「
NTT データグループ 

技術革新統括本部 AI

技術部」が記載。 

専
用
製
品
ペ
ー
ジ 

未
公
開 

— — 本件単独のラインナップペ
ージは確認できず。 

公開
調査
結果
ベー
ス 

専
用
技
術
仕
様
書 

未
公
開 

— — API、モデル、推論基盤など
の専用仕様書は確認できず
。 

公開
調査
結果
ベー
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専
用
ホ
ワ
イ

未
公
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— — 本件固有のホワイトペーパ
ーは確認できず。 
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結果
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— — 本件固有の動画は確認でき
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2025-05-
19 公開
情報あり
／現行ペ
ージ掲載

中 

NTT データ LITRON Marketing は、本件
と同じ Smart AI Agent 系の
マーケティング特化サービ
ス。市場分析、ペルソナ、
アイデア創出、法務チェッ
クなど、本件と機能が重な
る。 

[8] 

関
連
技
術
資
料 

確
認
済
み 

2025 年
資料 

NTT データ テクノロ
ジーコンサルティング
事業部 

LITRON Marketing PDF。
SmartAgent、LLM、RAG、
内部 DB/外部データ、
AWS/Bedrock 活用事例まで
示す。 

[9] 

関 確 2025-08- NTT データグループ AI Smart AI Agent のコア技術 [10] 

https://www.nttdata.com/global/ja/news/release/2025/051900/
https://www.nttdata.com/jp/ja/-/media/nttdatajapan/files/lineup/cloud-resale-service/aws-solution/litron_marketing.pdf?rev=3a539a8d3b2c42958fe42814dbe9e6e6
https://www.nttdata.com/jp/ja/trends/data-insight/2025/0807/


資
料
種
別 

確
認
結
果 公開日 担当部署・発信主体 本件との関係 出典 

連
技
術
解
説 

認
済
み 

07 技術部 を解説。Multi Agent、UITL

、Task Planning を説明。 

関
連
公
式
動
画 

確
認
済
み 

掲載中 NTT データ 「NTT データが描く生成 AI

活用の未来像（3:48）」 を
AI Agent ページから視聴可
能。商品企画 AI 専用ではな
いが、上位構想を説明。 

[11] 

AI
ガ
バ
ナ
ン
ス
資
料 

確
認
済
み 

最新版ペ
ージ継続

更新 

NTT データ グループ全体の AI リスク管
理、ポリシー、ガイドライ
ン、アドバイザリーボード
、ISO/IEC 42001 関連情報を
確認可能。 

[12] 

本件プレスリリースで確定している公式情報はかなり明快です。公開日は 2026 年
4 月 23 日、提供開始予定は 2026 年 7 月、対象業界は食品・飲料・消費財、生成
物は商品特徴、ネーミング、売上予測、提供価値、コンセプト画像を含み、生成
時間は約 150 秒です。価格は本文に記載がなく、未公開と整理するのが厳密です
。[7] 
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補足として、主要日本語メディアの追随報道でも、提供開始時期、対象業界、約
150 秒でのコンセプト生成という骨子は一致しています。公開時点では、報道も
主にプレスリリースの内容をベースにしており、独自の追加スペック開示は限定
的でした。[13] 

技術詳細 

本件の技術開示は、「何ができるか」はかなり見えるが、「何をどう動かしてい
るか」の深部はまだ見えないという段階です。商品企画 AI のプレスリリースで直
接確認できるのは、①もともとグローバル消費財メーカー向けに提供してきた商
品開発業務向け AI エージェントを基盤にしていること、②そこへ売上予測エージ
ェント、食品・飲料・消費財向けの専門エージェント、企業や商材特性に応じた
拡張性を加えたこと、③実装を支える社内向け AI 検証環境に RAG と マルチエー
ジェント の技術アセットが集約されていることです。[7] 

公開情報をもとに、本件の技術公開度を整理すると次の通りです。 

技術項目 

公
開
状
況 確認できた事実 評価 

AI モデル
名 

未
公
開 

本件固有の LLM 名は記載なし。 導入審査では必須確
認項目。 

独自モデ
ルの有無 

未
公
開 

独自 LLM を本件で使うとは明記されてい
ない。 

“独自 AI”ではなく“独
自エージェント構成
”の色が濃い。 

コア技術 公
開 

RAG、マルチエージェント、売上予測エ
ージェント、専門エージェント拡張。 

技術思想は十分見え
る。 

業務投入
時参照デ

公
開 

企業戦略、ブランドガイドライン、ター
ゲット情報、関連データの構造化が必要

RAG/コンテキスト注
入前提。 
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技術項目 

公
開
状
況 確認できた事実 評価 

ータ 。 

事前学習
データ 

未
公
開 

公開資料では、事前学習コーパスの説明
はない。 

学習データと参照デ
ータを区別して確認
すべき。 

推論環境 一
部
公
開 

本件は社内向け AI 検証環境上で構築。
関連 LITRON ではパブリック/プライベー
トクラウド、オンプレ、API 提供実績あ
り。 

本件単独の環境は未
公開。 

API 仕様 未
公
開 

本件専用の API 仕様書なし。関連サービ
スとして LLM as a Service の API 提供は
公表。 

組み込み志向企業は
要確認。 

セキュリ
ティ・デ
ータ保護 

一
部
公
開 

機密性・権利に配慮した適切管理、グル
ープ AI ガバナンス体制、社内ガイドラ
イン、アドバイザリーボード。 

ガバナンスの土台は
強いが、本件固有の
実装仕様は未公開。 

カスタマ
イズ性 

公
開 

企業や商材特性に応じて専門エージェン
トを追加可能。 

強み。SI/伴走前提の
色が濃い。 

インテグ
レーショ
ン 

一
部
公
開 

関連サービスでは各種 SaaS、MA、CRM

、SFA、データ基盤との連携を公表。 

本件専用の接続仕様
は未公開。 

本件固有の LLM 名は未公開ですが、関連資料から NTT データの「使える選択肢」
は見えます。LITRON Marketing のリリースでは、今後 OpenAI[2] をはじめとする
最先端生成 AI モデルの活用を明記しています。また NTT データグループは 2025
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年に OpenAI との戦略的提携を開始し、日本初の ChatGPT Enterprise 販売代理店と
しての立場を公表しました。一方、別の関連サービス群では、NTT 独自 LLM 

tsuzumi と連携する LITRON GA、tsuzumi 2、オープンソース LLM、閉域網で提供
する LLM as a Service も公表しています。したがって、NTT データの生成 AI 基盤
全体はマルチモデル戦略だが、本件の実装モデルは未公開というのが最も正確で
す。[14] 

アーキテクチャの思想は、Smart AI Agent の技術解説でかなり明確です。NTT デー
タは AI エージェントを「推論・計画・実行の機能を保有し、役割に応じてユーザ
の意図を理解し、ユーザの代わりにタスクを実行する知的なシステム」と定義し
、プロフィール、計画、推論、実行の 4 要素を満たすものとして説明しています
。コア技術としては、Multi Agent、UITL（User-In-The-Loop）、Task Planning が
示され、Task Planning の代表例としては「LLM Compiler」も参照されています。
これは、本件の商品企画 AI が単なる一問一答型チャットではなく、複数の役割を
持つエージェントが計画的に業務を分担し、人間の修正を取り込みながらアウト
プットを磨く設計思想であることを意味します。[10] 

ここで重要なのは、「学習データ」の意味を厳密に分けることです。公開資料が
示しているのは、基盤 LLM の事前学習コーパスではなく、業務導入時に AI エー
ジェントが参照・取り込みする企業固有データと外部データです。本件プレスリ
リースでは、企業戦略、ブランドガイドライン、ターゲット情報、業界動向など
を準備フェーズで構造化し、AI エージェントが参照可能な形式にすることが明記
されています。さらに、企業固有データ、過去の知見、戦略や意思決定の蓄積、
事業に対する考え方を反映するとしています。つまり、本件の“賢さ”は、LLM の
汎用能力と企業固有ナレッジの投入の両方で成り立つ設計です。[7] 

外部データについては、本件で今後検討とされる トレンドエクスプローラー がヒ
ントになります。プレスリリースでは、SNS 上の投稿データを収集・分析する同
サービスの活用を検討しているとし、その SNS データは第三者提供合意のもと取
得したデータだと注記しています。関連する LITRON Marketing の資料でも、시장
データ、SNS データ、業界ニュース、プレスリリース、顧客データ、過去施策デ
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ータの活用が繰り返し記載されています。商品企画 AI の初期段階で必要になる市
場把握、競合分析、コンセプト評価の基盤としては、この外部シグナル活用がか
なり重要です。[15] 

セキュリティとデータ保護は、プロダクト単体の実装詳細は未公開ですが、企業
としてのガバナンスは比較的厚い開示があります。NTT データは AI ガバナンス室
を設置し、グローバル AI Governance CoE、AI リスクマネジメントポリシー、生成
AI 開発・提供・利用に関する社内ガイドライン、外部有識者のアドバイザリーボ
ードを運用しているとしています。また、関連ソリューションの LITRON GA につ
いては ISO/IEC 42001 認証取得も公表されています。本件のプレスリリースでも、
関連データの取扱いに際して機密性や権利に配慮し、適切な管理のもとで利用す
ると明記しています。[16] 

公開情報を概念図に落とすと、本件の業務フローは次のように整理できます。こ
れはプレスリリースの準備フェーズ、アイデア生成フェーズ、コンセプト・画像
生成フェーズをそのまま業務図にしたものです。[7] 

flowchart LR 
    A[準備フェーズ\n企業戦略・ブランドガイドライン・ターゲット情報を構造化] --

> B[アイデア生成フェーズ\n多面的に多数の商品アイデアを生成] 
    B --> C[評価・ランキング\n独自性・優位性・ニーズ適合度で絞り込み] 
    C --> D[コンセプト・画像生成フェーズ\n売上予測・ネーミング・提供価値を具体
化] 
    D --> E[マーケター確認\n修正指示・ブラッシュアップ] 
    E --> F[候補比較と意思決定\n次段階の検証へ] 

機能とユースケース 

本件の機能は、企画前の準備 → アイデア量産 → 評価・絞り込み → コンセプト確定 

→ 将来は設計工程へ拡張という流れで整理できます。プレスリリース単体で見ても
、商品企画現場が最も時間を消費する「方向づけ」「候補出し」「比較検討」「
言語化・可視化」を集中的に短縮する設計です。従来の 6～9 カ月サイクルのうち
、特に前半の“探索と仮説生成”を圧縮する価値が強く打ち出されています。[7] 
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関連する LITRON Marketing のページと PDF を重ねると、本件の“実装可能な周辺
機能”もかなり見えてきます。市場分析、トレンド把握、競合分析、顧客理解、ペ
ルソナ導出、カスタマージャーニー、ターゲット具体化、新サービス・商品のア
イデア創出、シミュレーション/評価、法務チェック、効果検証までが整理されて
おり、商品企画 AI はこのうち商品アイデア創出からコンセプト策定までを前面に
出した業界特化版と読むのが自然です。[17] 

機能 期待効果 主な制約・確認点 

出
典 

戦略・ブランド情
報の構造化 

企業戦略と整合した企画案
を生成しやすい。担当者依
存を下げる。 

ブランドガイドライン、
過去商品資料、ターゲッ
ト定義の整備が前提。 

[7] 

多面的なアイデア
大量生成 

短時間で多数案を比較でき
、機会損失を減らす。 

入力データの質が低いと
案の質も頭打ち。 

[7] 

独自性・優位性・
ニーズ適合度によ
る順位付け 

“思いつき”ではなく評価軸
ベースの候補選定ができる
。 

評価ロジックの詳細公開
なし。最終判断は人が担
う必要。 

[7] 

売上予測エージェ
ント 

収益性・市場性を初期段階
で織り込める。 

予測モデルの入力変数・
精度・検証方法は未公開
。 

[7] 

コンセプト画像生
成 

社内説明・比較・初期合意
形成が速くなる。 

画像権利、既存商品の類
似性、ブランド表現統制
を要審査。 

[18] 

専門エージェント
追加 

企業や商材特性に合わせた
カスタマイズが可能。 

追加開発・評価・運用負
荷が増える可能性。 

[7] 

将来の SNS トレン
ド取り込み 

変化の速い市場シグナルを
企画段階へ反映できる。 

現時点では「活用を検討
」。正式提供範囲は未確
定。 

[7] 

周辺の法務チェッ 商品企画だけでなく、マー 本件でどこまで標準提供 [17] 

https://www.nttdata.com/jp/ja/lineup/litron-marketing/
https://www.nttdata.com/global/ja/news/release/2026/042300/
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https://www.nttdata.com/jp/ja/lineup/litron-marketing/


機能 期待効果 主な制約・確認点 

出
典 

ク/評価改善 ケ施策全体へ PDCA 拡張が
可能。 

かは未公開。 

導入事例については、本件サービスそのものの正式導入事例は未公開です。ただ
し、近接事例としては、2026 年 3 月に 花王[19] と NTT データが、メイクアップブ
ランドの商品コンセプト検討に向けて AI 生活者を用いた調査実証を公開していま
す。ここでは花王の生活者調査データに加え、匿名化された購買データと SNS デ
ータを用いて 8 種類の AI 生活者を生成し、新商品コンセプトの受容性や価格反応
を検証しました。結果として、従来 1.5 カ月かかっていた調査リードタイムを 0.5

日へ短縮できる可能性が示されており、本件の商品企画 AI が狙う「初期仮説創出
と高速検証」の価値をよく表しています。[20] 

さらに、LITRON Marketing の 2025 年資料では、顧客購買データから AI バーチャ
ル顧客を生成し、仮想グループインタビューを行うことで販促プロモーションの
購買率が 3.0%向上した事例が示されています。また、LITRON Marketing 自体はマ
ーケティング業務負荷を最大 6 割削減すると公表されています。これらは本件そ
のものの導入成果ではありませんが、同系統の AI エージェント群が、企画・評価
・施策立案で KPI 改善を出しうることの周辺証拠として重要です。[21] 

商品企画 AI の PoC で追うべき KPI は、公式実績と近接事例から次のように設計す
ると妥当です。 

KPI 

公式・関連事例からの根
拠 PoC での推奨測定方法 出典 

初期コンセプ
ト生成時間 

約 150 秒で新商品コンセ
プト案を生成。 

1 案件あたりの初期案生成
所要時間を人手作業と比
較。 

[7] 

調査・仮説検
証リードタイ

花王実証では 1.5 カ月→
0.5 日可能性。 

コンセプト受容性仮説の
初回検証までの日数。 

[22] 

https://www.nttdata.com/global/ja/news/release/2025/051900/
https://www.nttdata.com/global/ja/news/topics/2026/031900/
https://www.nttdata.com/jp/ja/-/media/nttdatajapan/files/lineup/cloud-resale-service/aws-solution/litron_marketing.pdf?rev=3a539a8d3b2c42958fe42814dbe9e6e6
https://www.nttdata.com/global/ja/news/release/2026/042300/
https://www.nttdata.com/global/ja/news/topics/2026/031900/


KPI 

公式・関連事例からの根
拠 PoC での推奨測定方法 出典 

ム 

候補案の比較
可能件数 

“多数の候補を迅速かつ大
量に提示”が公式訴求。 

会議 1 回で比較した案数
、採用候補化率。 

[7] 

企画案の通過
率 

直接実績未公開。 Stage-Gate 通過率、会議
差し戻し率、修正回数。 

本件 PoC

設計項目 

市場性評価の
妥当性 

売上予測エージェントを
搭載。 

過去商品でバックテスト
し予測誤差を確認。 

[7] 

現場生産性 LITRON Marketing は最大
6 割削減。 

企画担当 1 人あたり処理
案件数、企画工数削減率
。 

[23] 

競合分析 

本件の競合は、厳密には二層に分かれます。第一は、商品企画・消費者インサイ
ト・コンセプト創出に特化した業界縦割り SaaS/AI ツールです。第二は、エージ
ェント型 AI 基盤を提供し、企業自身が商品企画ワークフローを組み立てる汎用プ
ラットフォームです。NTT データの本件は、この中間に位置します。つまり、食
品・飲料・消費財に特化した業界知見を埋め込みつつ、企業特性に合わせた専門
エージェント追加や伴走支援も前提にするため、専用 SaaS と汎用プラットフォー
ムの“いいとこ取り”を狙っています。[24] 

企業・製品 類型 主機能 

提供形態
・価格 

公開導入
実績 

NTT
デー
タ比
の差
別化
/弱
点 

出
典 

https://www.nttdata.com/global/ja/news/release/2026/042300/
https://www.nttdata.com/global/ja/news/release/2026/042300/
https://www.nttdata.com/global/ja/news/release/2025/051900/
https://www.nttdata.com/global/ja/news/release/2026/042300/


企業・製品 類型 主機能 

提供形態
・価格 

公開導入
実績 

NTT
デー
タ比
の差
別化
/弱
点 

出
典 

NTT データ 商
品企画特化型
AI エージェン
ト 

業界特化型エ
ージェント 

戦略整理、
アイデア生
成、ランキ
ング評価、
売上予測、
ネーミング
、コンセプ
ト画像。 

提供形態
：未公開
。価格体
系：未公
開。 

本件固有
の導入事
例は未公
開。 

業界
特化
と企
業固
有ナ
レッ
ジ反
映が
強み
。モ
デル
/API/
価格
の開
示不
足が
弱み
。 

[7] 

博報堂テクノ
ロジーズ[25] 
Nomatica 

国内マルチ AI

エージェント 

商品開発、
マーケティ
ング、経営
企画向けの
複数 AI 議論

価格未公
開。問い
合わせ/資
料請求型
。 

2023 年
から多様
な業界で
支援実績
ありと公

国内
生活
者発
想・
広告

[26] 

https://www.nttdata.com/global/ja/news/release/2026/042300/
https://www.ppc.go.jp/news/careful_information/230602_AI_utilize_alert
https://www.nomatica.hakuhodo-technologies.co.jp/


企業・製品 類型 主機能 

提供形態
・価格 

公開導入
実績 

NTT
デー
タ比
の差
別化
/弱
点 

出
典 

。生活者デ
ータやアイ
デア創出知
見を活用。 

表。 /企
画文
脈に
強い
。一
方、
売上
予測
や商
品設
計拡
張は
公開
情報
が薄
い。 

Tastewise[27] F&B 特化
SaaS 

消費者行動
・需要シグ
ナル分析、
製品イノベ
ーション、
研究ソフト
ウェア。 

カスタム
見積。モ
ジュール/

市場カバ
レッジ連
動。 

価格ペー
ジに大手
F&B ブラ
ンドのロ
ゴ掲載。 

外部
市場
シグ
ナル
と
F&B
特化

[28] 

https://www.nttdata.com/global/ja/news/release/2026/042300/
https://tastewise.io/pricing


企業・製品 類型 主機能 

提供形態
・価格 

公開導入
実績 

NTT
デー
タ比
の差
別化
/弱
点 

出
典 

度は
強い
。企
業固
有ブ
ラン
ド資
産や
内部
意思
決定
ロジ
ック
の埋
め込
みは
個社
設計
次第
。 

Ai Palette[29] 
FoodGPT 

CPG/F&B/BPC
特化インサイ
ト SaaS 

トレンド予
測、コンセ
プト生成、

公開価格
なし。デ
モ起点。 

公開ロゴ
として
Diageo、

外部
デー
タ由

[30] 

https://www.nttdata.com/global/ja/news/release/2026/042300/
https://www.aipalette.com/


企業・製品 類型 主機能 

提供形態
・価格 

公開導入
実績 

NTT
デー
タ比
の差
別化
/弱
点 

出
典 

競合追跡、
検索/SNS/レ
ビュー分析
。 

PepsiCo
、
Mondelez
、L’Oréal

など。 

来の
予測
・ト
レン
ド把
握が
強い
。日
本企
業向
けの
業務
プロ
セス
組み
込み
や SI

伴走
は
NTT
デー
タが
優位



企業・製品 類型 主機能 

提供形態
・価格 

公開導入
実績 

NTT
デー
タ比
の差
別化
/弱
点 

出
典 

。 

Salesforce[31] 
Agentforce + 
Consumer 
Goods Cloud 

汎用エージェ
ント基盤＋消
費財業務スイ
ート 

CRM、営業/

サービス、
Agentforce、
業界データ
モデル。 

Consumer 
Goods 
Cloud は 

100〜275 

USD/ユー
ザー/月（
一部エデ
ィション
例）。
Agentforce
は従量/会
話/ユーザ
ー単位の
柔軟価格
。 

消費財向
け商用基
盤として
グローバ
ル展開。 

既存
CRM
・営
業・
店頭
実行
との
統合
は非
常に
強い
。一
方、
商品
コン
セプ
ト生
成そ
のも
のは
標準
機能

[32] 

https://www.nttdata.com/global/ja/news/release/2026/042300/
https://www.salesforce.com/consumer-goods/pricing/


企業・製品 類型 主機能 

提供形態
・価格 

公開導入
実績 

NTT
デー
タ比
の差
別化
/弱
点 

出
典 

の中
心で
はな
い。 

Microsoft[33] 
Copilot 
Studio 

汎用エージェ
ント構築基盤 

エージェン
ト作成、
M365 連携、
業務自動化
。 

25,000 
Copilot 
Credits あ
たり 200 

USD/月。
Pay-as-
you-go あ
り。 

M365 基
盤への広
範な企業
普及が前
提。 

企業
内ワ
ーク
フロ
ー統
合は
強い
が、
食品
・飲
料・
消費
財の
商品
企画
に特
化し
たデ
ータ

[34] 

https://www.nttdata.com/global/ja/news/release/2026/042300/
https://www.microsoft.com/en-us/microsoft-365-copilot/pricing/copilot-studio


企業・製品 類型 主機能 

提供形態
・価格 

公開導入
実績 

NTT
デー
タ比
の差
別化
/弱
点 

出
典 

やノ
ウハ
ウは
自前
構築
が必
要。 

IBM[35] 
watsonx 
Orchestrate 

汎用エージェ
ント/オーケ
ストレーショ
ン 

Multi-agent 
orchestration
、Agent 

Builder、
Agent 
Catalog。 

無料トラ
イアル、
Essentials
、
Standard
。SaaS/マ
ルチクラ
ウド/オン
プレ。 

エンター
プライズ
自動化用
途で展開
。 

マル
チク
ラウ
ド/

オン
プレ
適性
は高
い。
だが
商品
企画
向け
の業
界特
化テ

[36] 

https://www.nttdata.com/global/ja/news/release/2026/042300/
https://www.ibm.com/products/watsonx-orchestrate/pricing


企業・製品 類型 主機能 

提供形態
・価格 

公開導入
実績 

NTT
デー
タ比
の差
別化
/弱
点 

出
典 

ンプ
レー
トは
公開
情報
上限
定的
。 

分析的に見ると、NTT データの優位は「日本企業向け業界現場への埋め込みやす
さ」にあります。Tastewise や Ai Palette は外部の市場・消費者シグナルに強く、
Salesforce や Microsoft、IBM は企業基幹やワークフロー統合に強い。これに対し
NTT データは、食品・飲料・CPG の業界知見、商品企画という狭いが重要なユー
スケース、企業固有の意思決定ロジックの反映、コンサル/BPS/基盤の同時提供を
押し出している点で差別化されています。弱点は、その代償として標準化された
価格透明性やセルフサーブ性が低い可能性が高いこと、そして公開スペックがま
だ不十分なことです。[4] 

ビジネス影響 

市場機会は相当大きいです。 entity["company","McKinsey & 

Company","management consulting"] は、CPG バリューチェーン全体で 140 超
のデジタル/AI ユースケースを分析し、生成 AI は従来 AI の経済効果を 15〜40%押
し上げ、CPG 業界全体で年間 1600 億〜2700 億ドルの追加 EBITDA を解放しうる

https://www.nttdata.com/global/ja/news/release/2026/042300/


と試算しています。また、売上 100 億ドル規模の食品・飲料企業では、フルバリ
ューチェーンでのデジタル/AI 導入により 8.1 億〜16 億ドルの価値余地があるとし
ています。NTT データが商品企画 AI を単品で終わらせず設計工程へ広げようとし
ているのは、この広い価値余地を意識した戦略と整合的です。[37] 

需要側の市場変化も追い風です。 NielsenIQ[38] と Kearney[39] の 2026 年分析で
は、AI が CPG のイノベーションと商品発見を再編しており、74%の買い物客が何
らかの形で AI を商品探索に利用、20%が AI を直接ショッピングに利用している
とされます。つまり、商品企画 AI の価値は「良い商品を速く考える」だけではな
く、AI が介在する発見環境で通用する商品属性・コンセプトを設計することにま
で広がっています。[40] 

本件の想定顧客は、公開情報からかなり明確に読めます。対象業界は食品・飲料
・消費財で、特にブランドマネージャー、商品企画、カテゴリーマネジメント、
マーケティング戦略、イノベーション/R&D の上流企画機能が主な利用部門です。
準備フェーズで企業戦略、ブランドガイドライン、ターゲット情報を構造化し、
マーケターが生成コンセプトを確認・修正するとされているため、現場の“実務担
当者向けツール”であると同時に、ブランド統制や事業戦略を背負う中堅〜大手企
業向けの色が強いです。[7] 

価格戦略は、本件固有には未公開です。したがって、月額 SaaS なのか、ユーザー
課金なのか、プロジェクト課金なのか、成果報酬併用なのかは断定できません。
ただし、関連する LITRON Marketing では、コンサルティング、BPS、データ活用
基盤・インフラをフルスタックで支援すると公表されており、Smart AI Agent 全体
でもアプリケーションからインフラ、BPS まで一貫提供を掲げています。この系
列から分かることは、NTT データが LITRON 系を純ソフトウェア売り切りではなく
、ソリューション、基盤、業務伴走、ガバナンスを束ねた高単価エンタープライ
ズ商材として育てていることです。[41] 

収益モデルも、公開事実ベースで言えば「複線型」です。第一に本件そのものの
AI エージェント提供。第二に、専門エージェント追加や個社チューニング。第三
に、データ基盤・IT・インフラ。第四に、コンサルティング/BPS。NTT データが

https://www.mckinsey.com/industries/consumer-packaged-goods/our-insights/fortune-or-fiction-the-real-value-of-a-digital-and-ai-transformation-in-cpg
https://www.nttdata.com/global/ja/news/release/2026/042300/
https://www.nttdata.com/jp/ja/lineup/litron-marketing/
https://nielseniq.com/global/en/news-center/2026/ai-is-resetting-the-rules-of-growth-in-cpg/
https://www.nttdata.com/global/ja/news/release/2026/042300/
https://www.nttdata.com/global/ja/news/release/2025/051900/


2025 年の LITRON Marketing 関連サービス全体で 2027 年度末までに累計 100 億円
、本件を含む食品・飲料・消費財業界向け AI ビジネス全体で 2030 年度までに累
計 300 億円を掲げるのは、この複合型収益モデルを前提にしたポートフォリオ戦
略とみるのが妥当です。[42] 

導入障壁は少なくとも四つあります。第一に、データ整備の負荷です。企業戦略
、ブランドガイドライン、ターゲット情報を構造化する前処理が必要であり、こ
れは生成 AI ツールよりもむしろデータ/文書設計の問題です。第二に、権利・機密
性の管理です。社内情報、外部市場データ、画像生成、SNS データを扱うため、
利用可能範囲の整理が欠かせません。第三に、精度説明責任で、特に売上予測エ
ージェントは予測誤差と前提条件の明示が必要です。第四に、現場受容性と意思
決定プロセスとの接続で、生成された案を誰がいつ承認し、どこで人間が止める
のかを定義しなければ、AI は“案を増やすだけ”で終わります。[43] 

法務・倫理・リスク 

個人情報保護の論点は、本件で非常に重要です。商品企画 AI そのものは B2C の新
商品企画を支援するため、顧客データ、購買データ、会員属性、SNS データ、調
査データといった個人関連情報に隣接するデータを取り込みやすい構造にありま
す。個人情報保護委員会は、生成 AI サービス利用時に、利用目的の範囲内での入
力、要配慮個人情報の扱い、外部サービスへの情報投入の適法性に注意喚起して
います。したがって、企業が自社の会員データや調査自由回答を使う場合、匿名
化・仮名化・要配慮情報除去・利用目的再点検は必須です。[44] 

知財・著作権も軽視できません。文化庁は「AI と著作権に関する考え方について
」で、生成 AI と著作権の法的評価は個別具体的であり、特に生成段階では類似性
と依拠性が重要になると整理しています。さらに同庁のチェックリスト＆ガイダ
ンスでは、AI 提供者側に学習データに類似したものの生成防止措置や、適切な予
防措置・対応を検討することが望ましいとしています。本件が商品名、画像、コ
ンセプトコピーを出す以上、既存商品のネーミング、パッケージ表現、広告表現
との衝突は典型リスクです。企業は、ブランド審査・法務審査・商標調査を PoC

段階から組み込むべきです。[45] 

https://www.nttdata.com/global/ja/news/release/2025/051900/
https://www.nttdata.com/global/ja/news/release/2026/042300/
https://www.ppc.go.jp/news/careful_information/230602_AI_utilize_alert
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/aiandcopyright.html


バイアスと説明可能性の問題も残ります。NTT データ自身が AI ガバナンスページ
で、生成 AI には誤り、バイアス、情報漏えい、著作権侵害などのリスクがあると
明示しています。商品企画領域では、これは「特定年齢層・性別・家族像・地域
属性に偏ったペルソナ生成」「SNS 偏重による誤ったトレンド検知」「既存ブラ
ンド優遇による新規性阻害」といった形で現れます。花王との AI 生活者実証も、
AI だけで最終判断せず、商品企画初期は AI 生活者、最終段階は実在生活者インタ
ビューを組み合わせるべきだと示しています。このハイブリッド設計は、実務的
にも重要です。[46] 

コンプライアンス環境は日本でも強化が進んでいます。総務省・経済産業省の AI

事業者ガイドライン第 1.2 版は 2026 年 3 月末に更新され、AI エージェントやフィ
ジカル AI に関する事項も追記されました。内閣府の AI 法・AI 基本計画も整備さ
れ、企業には「活用促進」と「適正性確保」の両立が求められます。NTT データ
自身も、これに合わせて AI ガバナンス室、Global AI Governance CoE、社内ルール
整備、アドバイザリーボードを運用しています。本件のような商品企画 AI は、典
型的な EU AI Act のハイリスク分野に直結しない場合が多いものの、透明性、デー
タ出所、権利処理、監督可能性は十分に争点になります。[47] 

リスク
領域 具体的な懸念 実務上の対策 

出
典 

個人情
報 

顧客/購買/調査/SNS データの不
適切な入力。要配慮情報の混入
。 

匿名化、仮名化、入力ポリシー
、利用目的確認、データ最小化
。 

[44] 

著作権
・商標 

画像、コピー、ネーミングの類
似性・依拠性。 

類似チェック、商標調査、人間
レビュー、生成制御。 

[48] 

バイア
ス 

偏ったペルソナ、SNS 偏重、過
去実績への過剰依存。 

データソース多様化、レビュー
委員会、反証データ投入。 

[46] 

説明可
能性 

売上予測やランキング根拠が見
えない。 

評価軸のログ保存、説明可能な
スコアリング、バックテスト。 

[1] 

機密漏 社内戦略やブランド資料の外部 閉域/プライベート環境選択、 [49] 
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https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/ai_shakai_jisso/20260331_report.html
https://www.ppc.go.jp/news/careful_information/230602_AI_utilize_alert
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/aiandcopyright.html
https://www.nttdata.com/jp/ja/services/data-and-intelligence/governance/
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リスク
領域 具体的な懸念 実務上の対策 

出
典 

えい 推論基盤流出。 権限管理、出力監査。 

規制対
応 

AI ガイドラインや海外規制との
不整合。 

法務・情シス・事業の共同審査
、提供地域ごとのルール設定。 

[50] 

評価と推奨 

総合評価として、本件は「公開情報はまだ薄いが、戦略的な筋は非常に良い」プ
ロダクトです。強みは三つあります。第一に、商品企画の現場で本当に重い「探
索・比較・言語化」を短縮する明確な業務価値があること。第二に、NTT データ
が食品・飲料・CPG 業界の業務知見と Smart AI Agent の技術資産を組み合わせ、
企業固有のブランドや意思決定の癖まで反映する方向を打ち出していること。第
三に、AI ガバナンスやフルスタック提供の土台があり、単発 PoC で終わらず商品
開発プロセス全体へ拡張するロードマップが見えていることです。[51] 

一方で弱みは、エンタープライズ商材として本来必要な透明性の一部がまだ不足
している点です。具体的には、モデル名、モデル切替可否、データ保存ポリシー
、顧客データの再学習利用有無、専用 API 仕様、導入期間、価格体系、SLA、責任
分界、代表導入実績が見えません。関連ソリューションから“方向”は読めますが
、調達部門や法務部門が稟議を通すには、ここを埋めるヒアリングが必須です。
現時点での評価は、魅力は高いが、商用利用判断には追加の技術・契約確認が必
要です。[52] 

導入前チェックリストは、少なくとも次の水準で設計すべきです。 

チェック
項目 確認ポイント 合格基準の目安 

ユースケ
ース定義 

何を速く・良くしたいのか。アイデア出し、
受容性検証、価格評価のどこがボトルネック
か。 

1〜2 業務に絞った明
確な目的がある。 

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/ai_shakai_jisso/20260331_report.html
https://www.nttdata.com/global/ja/news/release/2026/042300/
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チェック
項目 確認ポイント 合格基準の目安 

データ準
備 

ブランドガイドライン、過去商品資料、ター
ゲット定義、競合データが揃っているか。 

初期投入データが整理
済みで責任部門が明確
。 

権利整理 社内文書、調査データ、SNS データ、画像素
材の利用許諾範囲。 

データ出所と利用条件
が文書化。 

個人情報
保護 

会員/調査自由回答に個人情報が残っていな
いか。 

匿名化・仮名化・入力
制限が実装済み。 

モデル管
理 

どの LLM を使うか、保存先はどこか、再学
習の有無。 

モデル/保存/削除ポリ
シーが契約で確認済み
。 

出力品質 既存ブランドとの整合、幻覚、類似表現の頻
度。 

人間レビューで許容閾
値を定義。 

予測精度 売上予測やランキング評価の根拠。 過去案件でバックテス
トし誤差を把握。 

承認プロ
セス 

誰が AI 案を採否判断するか。 ブランド、法務、事業
の承認フローがある。 

運用体制 PoC 終了後の保守、改善、プロンプト/エー
ジェント更新。 

事業部・情シス・法務
の運用責任者が決まる
。 

ROI 測定 工数削減だけでなく、採用率、速度、売上寄
与をどう測るか。 

KPI ダッシュボードが
定義済み。 

PoC は、私は 8〜10 週間で、次のように切るのが最も実務的だと考えます。対象
ブランドを 1 つ、商品カテゴリを 1 つに限定し、過去 12〜24 カ月の商品企画資料
と販売実績を使って、①AI 案生成、②人間案との比較、③売上予測のバックテス
ト、④知財・ブランド審査の通過率、⑤会議リードタイム短縮、を測る設計です
。特に重要なのは、“良い案が出るか”だけでなく、“組織がそれを採用できるか” 



を検証することです。花王事例が示す通り、AI は初期仮説の反復に強く、最終判
断では実在顧客や人間の感性評価が依然必要です。したがって PoC の成功条件は
、完全自動化ではなく、人間の判断余地を残しながら意思決定速度を上げられる
か に置くべきです。[53] 

短い要約 

• 本件は、食品・飲料・消費財向けに商品企画を約 150 秒で支援する業界特
化 AI エージェントとして位置づけられ、構想・機能・市場狙いは明確です
。[7] 

• ただし、LLM 名、価格、API、SLA、具体的導入事例など、導入判断に必要
な詳細の多くはまだ未公開です。[54] 

• 導入価値は高い一方、成功条件はデータ整備、知財・個人情報統制、人間
レビューを組み込んだ PoC 設計にあります。[55] 

次のアクション提案 

• NTT データに対して、モデル選定、保存ポリシー、再学習利用、契約形態
、価格体系、責任分界、API 有無 を明文化した RFI を出す。[54] 

• 自社側では、ブランドガイドライン、過去商品データ、競合情報、調査デ
ータの権利状態 を棚卸しし、PoC 投入データを確定する。[56] 

• PoC では、速度、案数、採用率、会議回数、知財差し戻し率、バックテス
ト精度 の少なくとも 6 指標を固定し、単なるデモで終わらせない。[57] 
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